


















 ○平成 28 年度： 
生活習慣調査の実施（1 年生 206 名） 
体験型栄養教育システム「食育 SAT（サッと）システム」（SAT）による食事診断（1
年生 65 名）※ 
 ○平成 29 年度： 
   生活習慣調査結果の分析、問題点の抽出 
 ○平成 30 年度： 

































準食では市販の AIN-93M の粉末を使用し、ルテオリン食は AIN-93M の粉末にルテオリン添加が
0.6%になるよう配合した餌を作成した。行動テストは、Tail suspension test（尾懸垂試験）と
Elevated plus maze（高架十字迷路）を実施した。 
 
3. 結果 
 飼育期間中の体重及び飼料摂取量、飲水量は各グループ間に差異は認められなかった。尾懸垂
試験時間中の静止時間（長いと鬱の傾向が高い）は、運動無し・ルテオリン→運動なし・標準食
→運動有り・標準食→運動有り・ルテオリンの順で減少したが条件間の差異は認められなかった。
高架十字迷路におけるオープンアーム滞在時間（長いと不安が低い）は、運動なし・標準食→運
動無し・ルテオリン→運動有り・標準食→運動有り・ルテオリンの順で増加し、運動なし・標準
食と運動有り・ルテオリンとの間に有意差が認められた。 
 
4. 考察 
 ルテオリン摂取と運動は、それぞれの単独作用よりも併用により慢性ストレス環境下でのスト
レス反応を減弱させ、抗不安作用を高めると推察される。 
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